
平成３０年度海洋水産資源開発事業成果報告会プログラム 

～漁船漁業や養殖業における新技術の社会実装に向けて～ 

日時：平成３１年１月３１日（木） 14:00～17:00 

場所：東京海洋大学 白鷹館２階多目的スペース(東京都港区港南4-5-7) 

（進行：開発調査センター所長 加藤雅丈） 

1 開催あいさつ   水産研究・教育機構理事長 宮原 正典   14:00-14:05 

2 開発調査センターの概要      開発調査センター副所長 伏島 一平 14:05-14:15 

3 成果報告 

1) 北太平洋におけるアカイカの漁期拡大と漁場拡大に向けた取り組み   14:15-14:45 

－海洋環境に基づいた漁場形成要因の検討－ 

底魚・頭足類開発調査グループ 加藤 慶樹 

2) 遠洋かつお釣漁業における電動自動釣機の開発  14:45-15:15 

浮魚類開発調査グループ 木村 拓人 

――――― 休憩 ―――――    15:15-15:30 

3) 定置網漁業の環境適正漁具診断と沖出し・大型化の効果検証   15:30-16:00 

資源管理開発調査グループ 日髙 浩一  

4)スジアラ養殖の企業化に向けた技術開発 

－新たな養殖産業の創出に向けた取り組み－   16:00-16:30 

開発調査専門役 村上 恵祐 

4  全体質疑       16:30-16:55 

5 閉会   水産研究・教育機構理事  和田 時夫  16:55-17:00 
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